
地活協アンケート　集計表
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計 9 9 10 4 4 0 5 6 7 0 9 6 3 0 12 4 2 0 3 15 1 0 0 1 1

77.8 ％ 61.1 ％ 83.3 ％ 88.9 ％ 5.6 ％

令和６年度と比べ
て、一緒に活動して
くれる現役世代（18
～64歳）が増えたと
感じますか。

大阪市では、市や区からの直接的な支
援（各種相談対応、地域活動協議会への
補助金等）とともに、まちづくりセンター等
を設置し、地域活動協議会の支援を行っ
ています。
地域活動協議会に対して、まちづくりセン
ター等は、地域の実情やニーズに即した
支援を実施していると思いますか。

令和６年４月１日付で、補助金申請時の
自主財源25％の事業間振り分けや、み
なし人件費の根拠積算は不要とするな
ど、地域の負担軽減を目的にシンプルか
つ地域が使いやすい補助金となるよう制
度の見直しを行いました。
現在、地域活動協議会補助金を「使いや
すくなった」もしくは「使いやすい」と感じま
すか。

区　名 12 淀川区

地域数 18

地域活動協議会補助
金申請事務の軽減に
向け、令和７年度事業
にかかる予算事務から
システム運用を開始し
ています。
貴地活協では地域活
動協議会補助金申請
システムを利用してい
ますか。

システムの利用により事務負担の軽減につながると
思いますか。

肯定的回答の割合

まちづくりセンターの支援により、様々な
市民活動団体が集まって、地域の課題や
活動について話し合うことが活発になっ
ていると思いますか。

まちづくりセンターの支援について満足し
ていますか。


